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ナゼ、今ナゼ、今マンションのマンションの省エネか省エネか

●地球温暖化対策●地球温暖化対策

●エネルギー供給●エネルギー供給

●省コスト●省コスト



１

地球温暖化問題地球温暖化問題
（ＩＰＣＣ作業部会報告要点）（ＩＰＣＣ作業部会報告要点）

・地球温暖化は確実に進行

要因は「人の営み」とほぼ断定

・世紀末には「1.8～4℃」気温上昇

深刻な水不足。感染症や種絶滅のリスク。

2～3℃以上全地域に悪影響。

・CO2安定化には、「現状の半減」必要

・2℃以内には、2020年からCO2減へ転換

・対策のコスト：ＧＤＰ比最大3％



２

日本の温室効果ガスの実態日本の温室効果ガスの実態

基準年基準年 20072007年度年度 増減増減

ＣＯＣＯ22 11.411.4億ﾄﾝ億ﾄﾝ 13.013.0億ﾄﾝ億ﾄﾝ +14.0+14.0％％

メタンメタン 0.30.3 0.20.2 --32.332.3

ＮＮ22ＯＯ 0.30.3 0.20.2 --27.127.1

その他その他 0.50.5 0.20.2 --53.053.0

（総排出）（総排出） （（12.612.6）） （（13.713.7）） （（+9.0+9.0））

●洞爺湖サミット：「２０５０年、半減」を共通概念に●洞爺湖サミット：「２０５０年、半減」を共通概念に

●東京都：「２０２０年、２５％削減」を目標●東京都：「２０２０年、２５％削減」を目標



３

エネルギー起源エネルギー起源COCO22の実態の実態

基準年基準年 20072007年度年度 増減増減

産業部門産業部門 4.84.8億ﾄﾝ億ﾄﾝ 4.74.7億ﾄﾝ億ﾄﾝ --2.32.3％％
運輸部門運輸部門 2.22.2 2.52.5 +14.0+14.0
業務部門業務部門 1.61.6 2.42.4 +43.8+43.8
家庭部門家庭部門 1.31.3 1.81.8 +41.2+41.2
発電所ほか発電所ほか 0.70.7 0.80.8 +22.2+22.2
（総量）（総量） （（10.610.6）） （（12.212.2）） （（+15.1+15.1））
（註）２５％減には、単純推算：ビルの排出量（註）２５％減には、単純推算：ビルの排出量

半減（半減（1.21.2億ﾄﾝ）に。億ﾄﾝ）に。



日本のエネルギー構成日本のエネルギー構成
４

化石燃料が化石燃料が８４％８４％を占めるを占める
エネルギー自給率：５％エネルギー自給率：５％

石油石油 ４８．８４８．８ ％％

埋蔵量：４０年埋蔵量：４０年

天然ガス天然ガス １３．９１３．９ ％％

埋蔵量：６１年埋蔵量：６１年

石炭石炭 ２１．４２１．４ ％％

埋蔵量：２２７年埋蔵量：２２７年

原子力原子力 １０．８１０．８ ％％

埋蔵量：６４年埋蔵量：６４年

水力他水力他 ５．１５．１ ％％

出典出典 H17H17年度エネルギー白書年度エネルギー白書



５

発電電力量の構成発電電力量の構成

1960 1965 1973 1979 1990 2004

化石燃料が化石燃料が６１％６１％を占める。を占める。

出典出典H17H17年度ｴﾈﾙｷﾞｰ白書年度ｴﾈﾙｷﾞｰ白書
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長期的な原油価格の推移長期的な原油価格の推移
６

出典出典 H17H17年度エネルギー白書年度エネルギー白書

単位：ドル/ﾊﾞﾚﾙ



７

ビルの光熱水費用（概要）ビルの光熱水費用（概要）

建物種類建物種類
エネルギー原エネルギー原
単位（単位（MJ/MJ/㎡㎡・・

年）年）

エネルギー費エネルギー費
用（円用（円//㎡㎡・年）・年）

用水原単位用水原単位
（㎥（㎥//㎡㎡・年）・年）

用水費用用水費用

（円（円//㎡㎡・年）・年）
光熱水費用光熱水費用
（円（円//㎡㎡・年）・年）

事務所事務所 2,3032,303 3,5403,540 0.980.98 740740 4,2804,280

スーパースーパー 2,9982,998 4,6004,600 1.661.66 1,2601,260 5,8605,860

ホテルホテル 3,1673,167 4,8904,890 3.643.64 2,7602,760 7,6507,650

病院病院 3,3713,371 5,1705,170 2.792.79 2,1202,120 7,2907,290

庁舎庁舎 1,5001,500 2,3002,300 0.680.68 520520 2,8202,820

備考備考
電力料金：電力料金：1515円円/kWh/kWh

熱：熱：AA重油重油6060円円/L/L
上下水道料金：上下水道料金：

760760円円//㎥㎥

出典 省エネルギーセンター



法規制の強化法規制の強化



８

省エネ法の改正省エネ法の改正

①ねらい：ビル・建物の省エネの抜本強化①ねらい：ビル・建物の省エネの抜本強化

現行カバー率：現行カバー率：ビル１３％、工場８７％ビル１３％、工場８７％

②「ビル単位」から「会社・事業者」ごとに②「ビル単位」から「会社・事業者」ごとに

●１，５００●１，５００kLkL（６百万（６百万kWhkWh）以上が規制）以上が規制

●「すべての集計」●「すべての集計」

③「報告書の変更」「管理統括者等選任」③「報告書の変更」「管理統括者等選任」

④０９年度：準備期間、すべての計測を④０９年度：準備期間、すべての計測を

⑤１０年度：本格施行⑤１０年度：本格施行



９

東京都環境確保条例の改正東京都環境確保条例の改正

①温室効果ガス排出総量削減義務と排出量取①温室効果ガス排出総量削減義務と排出量取
引制度の導入引制度の導入

●●1,5001,500ｋＬ以上ｋＬ以上 ●来年度から８％削減義務化●来年度から８％削減義務化

●義務以上の削減量・中小事業所の削減量を取●義務以上の削減量・中小事業所の削減量を取
引可能に引可能に

②中小規模事業所の地球温暖化対策推進制度②中小規模事業所の地球温暖化対策推進制度
の創設の創設

●対策の任意提出●対策の任意提出 ●合計が一定量以上法人●合計が一定量以上法人
は提出義務化は提出義務化

③建築物環境計画制度の強化ほか③建築物環境計画制度の強化ほか



１０

省エネルギ省エネルギー対策（基本）ー対策（基本）

●●運用運用（使い方）（使い方）の改善の改善

●●設備の改善設備の改善（高効率器への更新）（高効率器への更新）

●●エネルギー管理の充実エネルギー管理の充実



１１

ものの見方・考え方ものの見方・考え方ものの見方・考え方ものの見方・考え方

必要なとき、ところに、適切に使う必要なとき、ところに、適切に使う

データでものを言うデータでものを言う

重点思考する重点思考する

バラツキを考えるバラツキを考える

ナゼ、ナゼ五回するナゼ、ナゼ五回する

プロセスを変えるプロセスを変える

●止められないか●止められないか ●下げられないか●下げられないか

標準化して、歯止めを掛ける標準化して、歯止めを掛ける



マンションマンションの省エネ対策の省エネ対策



１２

家庭家庭ののエネルギー使用状況エネルギー使用状況

（対象） （使用割合）

①給湯 ３１．２％

②暖房 ２３．７％

③冷房 ２．２％

④厨房 ７．９％

⑤動力その他 ３５．１％

引用：ｴﾈﾙｷﾞｰ経済統計要覧



１３

家庭での機器別消費電力量家庭での機器別消費電力量

●エアコン ：２５．２％

●冷蔵庫 ：１６．１％

●照明 ：１６．１％

●ＴＶ ： ９．９％

●電気ｶｰﾍﾟｯﾄ ： ４．３％ （引用）

●温水洗浄便座： ３．９％ 資源エネ庁

●乾燥機・水洗機：４．４％ Ｈ16年度
●その他 : ２０．２％ 資料から



１４

マンションマンションのの用途別ＣＯ用途別ＣＯ22排出割合排出割合

●給湯：３１％（３７） ●共用部：１７％

●家電：２４％（２９）

●照明：１１％（１３） （註1）CASBEE
●暖房： ５％（ ６） ﾓﾃﾞﾙﾏﾝｼｮﾝ資料

●冷房： ２％（ ２） （註2）（ ）は共用
●換気： ６％（ ７） 部を除く比率

●調理： ４％（ ５）



１５

家庭の省エネ対策①家庭の省エネ対策①

（対象） （対策）

①お風呂 ●そろって入浴

●シャワーの活用

●乾燥器に注意他

②照明 ●白熱電球の追放

●夜型からのﾁｪﾝｼﾞ

●極力、一家集合



１６

家庭家庭のの省エネ対策➁省エネ対策➁

（対象） （対策）

③空調 ●一家集合

●カーテン・断熱

●暖房：ﾍﾞｽﾄﾐｸｽ

●カゼの道・扇風機

④厨房 ●そろって頂く

●換気注意ほか



１７

家庭家庭のの省エネ対策③省エネ対策③

（対象） （対策）

⑤待機電力 ●コンセント抜く

（家庭の7.3％） ●便利なﾀｰﾐﾅﾙ利用

⑥窓 ●断熱に注意

ｶｰﾃﾝ・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞほか

⑦車とゴミ ●抑制と減量を

●エコドライブ



１８

共用部の省エネ対策①共用部の省エネ対策①

（対象） （対策）

①照明 ●照度カットと時短

●ｾﾝｻｰの活用

●高効率化

➁ロビー空調 ●原則停止

必要時のみオン



１９

共用部の省エネ対策➁共用部の省エネ対策➁

（対象） （対策）

③換気 ●「止める」工夫

（自然換気・ﾀｲﾏｰ）

④昇降機 ●「止める」挑戦

⑤建物ほか ●断熱強化

●給水：直結増圧へ

●受電：高圧化



照明の高効率化照明の高効率化

●蛍光灯安定器更新、Ｈf型蛍光ﾗﾝﾌﾟ
（４０形２灯式：８６W/台を６５W/台に）
●白熱電球（５４W）を蛍光灯（１３W）へ
●ハロゲン灯をＬＥＤへ

●水銀灯をセラメタ管球へ

●人感センサーの活用



直結増圧給水（例）直結増圧給水（例）

●４０戸 ４０ｍ 平均毎分２７．８L
●ポンプへの押し込み圧力 １kg/m2
●（従来）受水槽方式：月間１，５６２ｋWh
●（改修）直結増圧方式：〃５５７

●省エネ効果：約６割減

●付帯効果：・水槽メンテ費用削減

・衛生面の向上

・スペースの有効活用

引用：（株）川本ポンプ技術資料



マンション太陽熱利用（例）マンション太陽熱利用（例）





（参考）ビルの省エネ
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ビル設備運転・管理の問題点ビル設備運転・管理の問題点

１．設備の実態

●過大設備と部分負荷
事務所ビル空調設備の稼動状況

｢年間稼動時間の８０％は設計負荷の３５％以下」
（空気調和・衛生工学会 学術講演会 講演論文集 1998）

２．運用の実態
●「室内空気環境測定報告書」の活用?
●運用改善の余地大

３．エネルギー管理の実態

●全員参加の活動は？

●PDCAは機能しているか？

●「事業者判断基準」は活かされているか？



２１

商業商業施設ｴﾈﾙｷﾞｰ消費施設ｴﾈﾙｷﾞｰ消費状況状況

（設備）（設備） （（百貨店百貨店）） （（ｽｰﾊﾟｰｽｰﾊﾟｰ）） （ｺﾝﾋﾞﾆ）（ｺﾝﾋﾞﾆ）

[[MJ/m2MJ/m2年年]] 3,8003,800程度程度 3,0003,000〃〃 1010,400,400〃〃
[[ｴﾈﾙｷﾞｰ用途構成ｴﾈﾙｷﾞｰ用途構成]]
①空調熱源①空調熱源・搬送・搬送 ４０４０％％ ３９％３９％ １４％１４％

②②給湯・調理給湯・調理 ３３％％ ７％７％

③③照明・ｺﾝｾﾝﾄ照明・ｺﾝｾﾝﾄ ４０４０％％ ２８％２８％ ２３％２３％

④④動力動力 １０１０％％ １１％１１％

⑤⑤冷凍・冷蔵冷凍・冷蔵 ５５％％ １０％１０％ ４７％４７％

⑥その他⑥その他 ２２％％ ５％５％ １６％１６％



運用改善による省エネ運用改善による省エネ
２２

１．ねらい１．ねらい
・室内環境と省エネとの調和・室内環境と省エネとの調和

・部分負荷運転への工夫・部分負荷運転への工夫

・運用管理の徹底・運用管理の徹底

２．対策への考え方２．対策への考え方
・負荷の軽減・負荷の軽減

・ロスの低減・ロスの低減

・高効率運転の追求・高効率運転の追求



２３

空気環境の管理基準空気環境の管理基準

項項 目目 基基準準値値

①①浮遊粉じんの量浮遊粉じんの量 0.15mg/0.15mg/㎥㎥以下以下

②②一酸化炭素の含有率一酸化炭素の含有率 10ppm10ppm以下以下

③③炭酸ガスの含有率炭酸ガスの含有率 1,000ppm1,000ppm以下以下

④④温度温度
17℃以上、28℃以下
居室における温度を外気の温度より低く
する場合は、その差を著しくしないこと。。

⑤⑤相対湿度相対湿度 4040％以上、％以上、7070％以下％以下

⑥⑥気流気流 0.5m/s0.5m/s以下以下

⑦⑦ホルムアルデヒドホルムアルデヒド 0.1mg/0.1mg/㎥㎥以下以下



（空調設備）

11）） 室内設定温度の変更室内設定温度の変更
「夏「夏2828℃℃、冬、冬2020℃℃を目途」を目途」

「設定温度「設定温度11℃℃改善は夏・冬空調熱源の約改善は夏・冬空調熱源の約1010％の省エネ」％の省エネ」

図1 設定室温と月間空調負荷の関係（事務所ビルの例)
〔出典〕オーム社｢空気調和、衛生工学便覧｣(1987)
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２５
２）２） 取り入れ外気量の調整取り入れ外気量の調整

「室内ＣＯ2濃度の基準値：1,000 ｐｐｍ」に基づき調整

絶
対
湿
度

①ＲＡ：還気(室内)
②ＯＡ：外気
③ＭＡ：混合
④ＳＡ：給気

温度

図２ 空調機による熱負荷処理概念（冷房時）



２６
３）３） 空調時間の短縮空調時間の短縮

中間期の冷暖房の停止中間期の冷暖房の停止
残業時間への対応残業時間への対応
予冷、予熱時間の短縮予冷、予熱時間の短縮
空調の短時間停止・間欠運転

図４●説明図 (外気取入れ有効領域)
空調の短時間停止・間欠運転

４）４） 外気冷房外気冷房

中間期中間期
ナイトパージナイトパージ

(Ⅰ)
(Ⅱ)

(Ⅲ)
(Ⅳ)

絶
対
湿
度
（

)

kg

／

kg

温度(℃)

空
気
線
図

●

●冬期、低湿度の外気を取り入れると加湿負荷となる

場合があるので、低湿度の領域を外気取入無効とす

ることもある
出典：ビル省エネルギー総合管理手法

(社)日本ﾋﾞﾙｴﾈﾙｷﾞｰ総合管理技術協会 2000.6



２７

５） 非居室・バックヤードへの空調抑制

６） 不使用室の空調カット

７） 空調のゾーニング

８） ブラインドの活用

９） ワークスタイルの改善

１０） 湿度の管理

「加湿、除湿にはエネルギーが必要」

「70 ％ 超えから除湿。しかし、40 ％ は確保」



２８

（換気設備）（換気設備）

１） 過剰換気の防止

（駐車場、厨房、機械室・電気室など）

●駐車場：エンジン停止時、換気は理論上不要

●厨房：原則燃焼時のみ

●電気室：トランス負荷に対応、制御

２） 不使用時の換気停止

（トイレ、湯沸し室、倉庫など）

３） 喫煙の抑制



２９
（照明・コンセント）（照明・コンセント）

１）１） 適正照度への間引き適正照度への間引き

２）２） 不要な照明カットの徹底不要な照明カットの徹底
昼休みの一斉消灯昼休みの一斉消灯

トイレ・バックヤード・倉庫などトイレ・バックヤード・倉庫など

３）３） 昼光の利用昼光の利用

４）４） 室内のゾーニングと局所照明室内のゾーニングと局所照明

５）５） 外溝照明の見直しなど外溝照明の見直しなど

６）６） ＯＡ機器待機電力削減への管理の強化ＯＡ機器待機電力削減への管理の強化

７）７） 管球球切れ時管球球切れ時
4040Ｗ蛍光灯から、Ｗ蛍光灯から、3636Ｗ節電型へＷ節電型へ

白熱灯を蛍光灯ボール型へ白熱灯を蛍光灯ボール型へ

ハロゲンハロゲン100100Ｗ電球をＷ電球を6565ＷへＷへ

８）８） その他その他
非常用非常用 外階段照明の見直し外階段照明の見直し

トイレ温水便座への対応トイレ温水便座への対応

照明電力は空調負荷に影響、冷房時留意照明電力は空調負荷に影響、冷房時留意



３０

（給排水・衛生）（給排水・衛生）

１）１） 給水・給湯流量の調整給水・給湯流量の調整
●分岐バルブの絞り●分岐バルブの絞り

●フラッシュ弁の水量調整●フラッシュ弁の水量調整

●トイレ、ハイ・ロータンクの水量調整●トイレ、ハイ・ロータンクの水量調整

２）２） 給湯温度の調整給湯温度の調整

●貯湯槽：６０度以上●貯湯槽：６０度以上 ●混合栓：５５度以上●混合栓：５５度以上

３）３） 給湯期間、時間の短縮給湯期間、時間の短縮

４）４） 給湯供給対象、その使い方の吟味給湯供給対象、その使い方の吟味

５）５） 集中給湯システムの吟味集中給湯システムの吟味



３１

（電気設備）（電気設備）
１）１） ピーク電力（デマンド）の抑制ピーク電力（デマンド）の抑制

（昇降設備）（昇降設備）

１）１） 利用状況に即した運転見直し利用状況に即した運転見直し

（その他）（その他）

１）１） 自販機への対応自販機への対応

２）２） 雨水利用など雨水利用など



エネルギーロスの低減エネルギーロスの低減
３２

１）１） 混合ロスの防止混合ロスの防止

２）２） 設備、放熱ロスの抑制設備、放熱ロスの抑制

３）３） 蒸気漏れ防止、蒸気ドレン回収の強化蒸気漏れ防止、蒸気ドレン回収の強化

４）４） ダクトとダンパーの気流漏れ点検、整備ダクトとダンパーの気流漏れ点検、整備

５）５） 水漏れ整備、トイレ：水漏れ整備、トイレ：22度の水流し防止度の水流し防止

６）６） 電力力率の調整による、無効電力の抑制電力力率の調整による、無効電力の抑制

７）７） 変圧器の無負荷損失抑制への対応変圧器の無負荷損失抑制への対応

８）８） 全熱交換器の中間期運転停止全熱交換器の中間期運転停止

９）９） エアーフィルター、ファンコイルの清掃エアーフィルター、ファンコイルの清掃



３３

高効率運転の追求高効率運転の追求

（ボイラー・直焚き吸収冷温水機など）（ボイラー・直焚き吸収冷温水機など）

１）１） 空気比と廃ガス温度の適正化空気比と廃ガス温度の適正化

２）２） ボイラー水の水質管理の適正化とボイラー水の水質管理の適正化と

ブロー水量の抑制ブロー水量の抑制

３）３） 燃焼停止時のドラフト停止燃焼停止時のドラフト停止

４）４） バーナーの点検、清掃バーナーの点検、清掃



３４

（冷凍機（冷凍機（吸収式を含む）（吸収式を含む）））
１）１） 冷水出口温度の調整冷水出口温度の調整

２）２） 冷却水入口温度の調整冷却水入口温度の調整

３）３） ＣＯＰ（成績係数）値に基づく管理ＣＯＰ（成績係数）値に基づく管理

４）４） 空気の漏れ込み防止・真空度の管理空気の漏れ込み防止・真空度の管理

（冷却塔）（冷却塔）

１）１） 冷却水の水質管理の適正化と冷却水の水質管理の適正化と

ブロー水量の抑制ブロー水量の抑制

２）２） 冷却水温度とファンの運転管理冷却水温度とファンの運転管理

３）３） 密閉式冷却塔での冬期、フリークーリング密閉式冷却塔での冬期、フリークーリング

システムの適用システムの適用



３５

（電力設備）（電力設備）

１）１） 機器の負荷調整機器の負荷調整

（蓄熱槽）（蓄熱槽）

１）蓄熱効率の向上（放熱量の減少）１）蓄熱効率の向上（放熱量の減少）

２）蓄熱槽効率の向上（蓄熱量の拡大）２）蓄熱槽効率の向上（蓄熱量の拡大）

蓄熱水量の増加（給水量ボールタップの位置蓄熱水量の増加（給水量ボールタップの位置
確認、調整）確認、調整）

温度差の縮小温度差の縮小

大温度差運転大温度差運転

最適蓄熱（温度と蓄熱量）最適蓄熱（温度と蓄熱量）



３６

（システム）（システム）
１）１） 複数機器への台数制御複数機器への台数制御

２）２） 冷水利用温度差の拡大冷水利用温度差の拡大

３）３） ビル使用実態に即した自動機器設定のビル使用実態に即した自動機器設定の

見直し見直し

４）４） ＢＥＭＳ活用の充実ＢＥＭＳ活用の充実

５）５） コージェネレーションシステム運転のコージェネレーションシステム運転の

在り方吟味在り方吟味

（設備保守）（設備保守）

１）１） 機器の定期的な点検と清掃機器の定期的な点検と清掃

２）２） きめ細かな機器の保全、整備きめ細かな機器の保全、整備



ビル省エネチューニング項目①ビル省エネチューニング項目①
３７

①① 室内温度条件の緩和室内温度条件の緩和

②② 外気量の削減外気量の削減

③③ 外気導入制御（起動時）外気導入制御（起動時）

④④ 外気冷房外気冷房

⑤⑤ 室内混合損失の改善室内混合損失の改善

⑥⑥ 除湿・再熱制御システムの運用見直し除湿・再熱制御システムの運用見直し

⑦⑦ 熱源運転方法の調整（台数制御）熱源運転方法の調整（台数制御）

⑧⑧ 熱源台数制御方式設定値の変更（発停順位）熱源台数制御方式設定値の変更（発停順位）

⑨⑨ 燃焼機空気比の調整燃焼機空気比の調整

⑩⑩ 蒸気ボイラ設定圧力の調整蒸気ボイラ設定圧力の調整



ビル省エネチューニング項目②ビル省エネチューニング項目②
３８

⑪⑪ 冷温水出口温度冷温水出口温度設定値の変更設定値の変更--11（冷温水発生機）（冷温水発生機）

⑫⑫ 〃〃 変更変更--22（ﾁﾗｰ・ﾀｰﾎﾞ冷凍機）（ﾁﾗｰ・ﾀｰﾎﾞ冷凍機）

⑬⑬ 冷却水温度設定値の変更冷却水温度設定値の変更

⑭⑭ 冷温水量の変更冷温水量の変更

⑮⑮ ポンプ変流量方式の改善ポンプ変流量方式の改善

⑯⑯ 冷却水量の変更冷却水量の変更

⑰⑰ ＶＡＶ方式送風温度の変更ＶＡＶ方式送風温度の変更

⑱⑱ 空調機起動時刻の改善空調機起動時刻の改善

⑲⑲ ナイトパージナイトパージ

⑳⑳ 間欠運転間欠運転



福岡市立総合図書館の運用改善福岡市立総合図書館の運用改善
３９

((建物概要建物概要))
床面積床面積2424千㎥，地上千㎥，地上55階，階，H10H10年竣工年竣工

((改善の要点改善の要点))
①①冷温水循環ポンプの最低周波数（冷温水循環ポンプの最低周波数（18Hz18Hz）への調整）への調整 ②エントランスホール②エントランスホール
排煙口を活用し排気ファンを運転しない排気排煙口を活用し排気ファンを運転しない排気 ③不快指数冷房（③不快指数冷房（1515℃℃以上の以上の

冷水で湿度を制御しつつ、快適さと省エネ実現冷水で湿度を制御しつつ、快適さと省エネ実現 ④ブラインド・スラットの水平④ブラインド・スラットの水平
化化 ⑤ファンコイルの利用者操作をロック⑤ファンコイルの利用者操作をロック ⑥照明⑥照明SWSWのラベリングのラベリング ⑦照⑦照
明のＪＩＴ明のＪＩＴ ⑧朝の清掃⑧朝の清掃3030分時短分時短 ⑨自販機への工夫⑨自販機への工夫 ⑩電気室排熱の暖⑩電気室排熱の暖

房へ活用など房へ活用など

((効果効果))
原単位原単位1,8981,898（（H10H10）→）→1,153MJ/1,153MJ/㎡㎡・年（・年（H18H18））
「「88年連続年連続66％低減」となる。％低減」となる。

節約金額Ｈ節約金額Ｈ1010年度比：年度比：7171百万円（百万円（46.946.9％減）％減）

出典：月刊誌「ビルメン：出典：月刊誌「ビルメン：0707年年44月号」および「省エネルギー：月号」および「省エネルギー：0707年年77・・88月号」月号」



省エネルギー診断省エネルギー診断
４０

省エネルギー診断省エネルギー診断

無料の診断サービス（政府補助事業）無料の診断サービス（政府補助事業）

受付数：８，０００件超え（３０年の実績）受付数：８，０００件超え（３０年の実績）

ビル省エネ診断件数：３，０００件に迫るビル省エネ診断件数：３，０００件に迫る

診断の特徴：「１日簡易診断」診断の特徴：「１日簡易診断」

●「運用の改善」に注力●「運用の改善」に注力

●「設備改修」と「管理の充実」にも提言●「設備改修」と「管理の充実」にも提言

診断の結果（運用改善＋合理化改修）診断の結果（運用改善＋合理化改修）

●事務所・庁舎・病院・ホテル：約７％程度●事務所・庁舎・病院・ホテル：約７％程度

●商業ビル：４％、学校：５％●商業ビル：４％、学校：５％



設備改修への考え方設備改修への考え方
４１

①希望：実態に即し、１０年後に耐える改修①希望：実態に即し、１０年後に耐える改修

（註）（註）1010年後展望：「ＣＯ年後展望：「ＣＯ22：：2525％削減、油：％削減、油：150150ﾄﾞﾙ」ﾄﾞﾙ」
②過大・過剰設備の回避②過大・過剰設備の回避

●リスクの共有●リスクの共有 ●「●「2020℃℃、、2828℃℃」の勧め」の勧め

●共用部の空調・照明の在り方など●共用部の空調・照明の在り方など

③建物特性の活用③建物特性の活用
●煙突効果の活用●煙突効果の活用 ●温熱の活用●温熱の活用 ●日射考慮●日射考慮

④ベストミックスへの吟味④ベストミックスへの吟味

●セントラルと個別方式●セントラルと個別方式 ●ｴﾈﾙｷﾞｰ源の組み合わせ●ｴﾈﾙｷﾞｰ源の組み合わせ

●水管理：造水とリサイクル●水管理：造水とリサイクル

⑤省エネ法「判断基準」を尊重⑤省エネ法「判断基準」を尊重



４２

事業者判断基準（設備新設措置事業者判断基準（設備新設措置の例の例））

２．２ 空気調和・給湯設備への措置

①空気調和設備はエネルギーの効率的利用

１）熱需要の変化に対応、区画毎の分別制御

２）ヒートﾎﾟﾝﾌﾟ等の高効率熱源の採用

３）台数制御など高効率運転ｼｽﾃﾑの採用

４）回転数制御等の変風量・変流量ｼｽﾃﾑ採用

５）空調区画毎に改善事項に必要な計測器等を設置し
、ＢＥＭＳ等を採用し、適切な空調制御の実施

６）エアコン新設は基準エネルギー消費効率以上



４３

建築主の判断基準建築主の判断基準

特定建築物（300m2以上）について、所管大臣は
判断基準により指導できる。

（判断基準項目）

①ＰＡＬ ：建物の熱損失防止への措置

②ＣＥＣ／ＡＣ：空調設備の効率的利用への措置

③ＣＥＣ／Ｖ ：機械換気設備 〃

④ＣＥＣ／Ｌ ：照明設備 〃

⑤ＣＥＣ／ＨＷ：給湯設備 〃

⑥ＣＥＣ／ＥＶ：昇降機 〃



旅館・ホテルの省エネ攻めどころ②旅館・ホテルの省エネ攻めどころ②
４４

考えたいビル設備改修の課題考えたいビル設備改修の課題

●居室と共用部の差別化（空調・照明のあり方）●居室と共用部の差別化（空調・照明のあり方）

●バックヤード空調・換気・照明のあり方●バックヤード空調・換気・照明のあり方

●電力の地産地消●電力の地産地消

●系統別・用途別電力量等の計測・見える化●系統別・用途別電力量等の計測・見える化

●自動制御システムの調整・センサー位置確認●自動制御システムの調整・センサー位置確認

●建物特性の活用●建物特性の活用

●再生エネルギー（太陽光・熱等）の活用●再生エネルギー（太陽光・熱等）の活用



４５

改修の急所「３～５年回収提案」改修の急所「３～５年回収提案」

①運用改善との組み合わせ

②省エネ・省資源等省コストプランの組み合せ

③補助金の活用

④ＥＳＣＯの活用



４６

運用改善の効果（推定）運用改善の効果（推定）

（前提）セントラル空調（前提）セントラル空調

①室温調整（２℃）：４～５％①室温調整（２℃）：４～５％

②外気の調整（②外気の調整（750750→→950ppm950ppm）：）：2.72.7％％
③空調運転時間の短縮（１ｈ）：③空調運転時間の短縮（１ｈ）：1.71.7％％
④空気比の調整（④空気比の調整（1.61.6→→1.21.2）：）：0.70.7％％
⑤冷水温度の調整（⑤冷水温度の調整（77→→99℃℃）：）：0.50.5％％
⑥換気（省エネベルトへの更新）：⑥換気（省エネベルトへの更新）：0.30.3％％
⑧球切れ時、省エネ蛍光管への更新：⑧球切れ時、省エネ蛍光管への更新：2.22.2％％

（合計）（合計） １３．１％１３．１％

（まとめ）期待効果：５～１５％（まとめ）期待効果：５～１５％



４７

電気料金を下げるには電気料金を下げるには

①電気料金（月当り）＝基本料金＋電力量料金

②基本料金＝契約電力（kW）×（１８５－力率％）
÷１００×単価（高圧受電業務用電力（東電）：
1,638円/kW、低圧電力：1,071〃）
（対策）最大電力の抑制に向け「ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ実
施」「電力設備の起動注意」「力率の改善」

③電力量料金＝月間電力使用量（kWh）×単価（
円/kWh）
（対策）省エネして使用量の節約



４８

政府の支援等政府の支援等

●補助金：ＮＥＤＯエネルギー使用合理化
事業者支援事業（１／３補助金）ほか

●税制支援：税制面の恩典

●金融支援：低利融資

●その他：ＣＤＭ（環境権を金に）



エネルギー管理の充実エネルギー管理の充実
４９

１．省エネルギー推進体制の整備と継続した１．省エネルギー推進体制の整備と継続した
「ＰＤＣＡ」の追求「ＰＤＣＡ」の追求

（テナントと合体）（テナントと合体）

２．設備改善の推進とＥＳＣＯの活用２．設備改善の推進とＥＳＣＯの活用

３．省エネ診断実施と見える化推進３．省エネ診断実施と見える化推進



５０

まま とと めめ

省エネは省エネは

①① 日本を守る。日本を守る。
・無資源国・無資源国 日本の生きる策日本の生きる策
・省エネが技術開発のエンジン・省エネが技術開発のエンジン
・「水田が油田に！」の夢実現は地域を甦生・「水田が油田に！」の夢実現は地域を甦生

②② 地球を救う。地球を救う。
・地球温暖化を止める・地球温暖化を止める
・資源争奪の回避、平和を創る・資源争奪の回避、平和を創る
・世界に「豊かさ」を贈る・世界に「豊かさ」を贈る

③③ 日本の誇り日本の誇り
・省エネ・省エネ
・日本食・日本食
・平和・平和



ご静聴ご静聴
有難うございました有難うございました
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